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肇
巡
飯
が
言
言
‐
言
言
Ｅ
乗

一選
手
権
大
会
（
８
月
８
日
か
ら
１５

‐‐‐―――‐‐‐
球
菱

けで対外試合1

今

回
、
連

合

チ
ー
ム
で
出

場
し
、
計
１
８

９
チ
ー
ム
。

全
身
セ
ン
ス
の
塊

１
７
４
多
、

７２

ロ
キ
と
、
決

し
て
大
き
く
な
い
体
だ
が
、

野
球
セ
ン
ス
の
塊
。
松
井
、

三
倉
ら
打
撃
自

慢
が
そ
ろ
う
東

邦
の
中
で
も
、

関
根
の
強
打
ぶ

り
が
最
近
際
立

つ
。
広
角
に
安

打
を
打
て
る
ト
ッ
プ
打
者
だ

っ
た
が
、
最
後
の
夏
を
控
え

て
，バ
ン
チ
カ
が
格
段
に
ア
ッ

・瘍辣『・・
プ
し

て
き

た

の

だ
。

「力
を
抜
い
て

打
つ
こ
と
を
つ
か

ん
で
か
ら
、
打
球

が
飛
ぶ
よ
う
に
な

っ
て
…
。
打
つ
際

の

『
間
』
（ま
）を

覚
え
た
ら
、
変
化

球
を
し
っ
か
り
と

る
。
昨
夏
の
愛
知
大
会
で

は
、

５０
厨
を
５
秒
９
前
後
で

駆
け
る
脚
力
を
買
わ
れ
て
の

代
走
要
員
だ

っ
た
の
が
、
こ

の
１
年
で
大
成
長
。
森
田
泰

弘
監
督
（
５４
）
は

「も
と
も
と

身
体
能
力
に
は
優
れ
て
い
た

が
、　
一
番
の
努
力
家
。
居
残

り
で
打
ち
込
み
、
筋
カ
ト
レ

に
も
頑
張
り
、
研
究
も
し
っ

獲
得
に
向
け
て
熱
心
で
あ

る
。母

子
家
庭
で
育
ち
、
母
親

・
美
華
さ
ん
（
４４
）
＝
英
語
講

師
＝
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が

強
い
。

「母
に
楽
を
さ
せ
て

あ
げ
た
い
。
実
力
を
試
し
た

い
し
、
プ
ロ
に
入
っ
て
活
躍

す
れ
ば
、
妹
の
学
費
も
稼
げ

戦
う
」
と
関
根
。

「大
気
」

と
い
う
名
前
に
は
、
地
球
上

に
空
気
が
あ
る
か
ら
人
が
生

き
て
い
け
る
よ
う
に
、
み
ん

な
に
必
要
と
さ
れ
る
人
に
な

れ
…
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
名
門
東
邦
の
進

撃
に
欠
か
せ
な
い
男
と
し

て
、
チ
ー
ム
の
先
頭
に
立

つ
。
　
　
　
（阿
知
波
浩
三
）

初
戦
は
豊
橋
商
と

○
…
抽
選
が
進
ん
で
も
、

ノ
ー
シ
ー
ド
な
が
ら
Ｖ
候
補

筆
頭
で
あ
る
東
邦
の
初
戦
の

相
手
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な

か
っ
た
。
お
と
と
し
代
表
の

の
組
み
合
わ
せ
は

５
回
戦
が

終
了
し
た
日
に
岡
崎
市
民
球
場

で
行
わ
れ
る

再
抽
選

で
決
ま

る
。

1馨毎♂些

彎
穐
、
今
月
に
入

て
１０
本
塁
打
と
打
撃

．
好
調
の
東
邦
の
１
番

。
関

根
大
気
中
堅
手
＝
愛
知
県
東

一
郷
町
の
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

（阿
知
波
浩
二
撮
影
）
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の
夏
を

球
が

で

し
。
３
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を
込

昨
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、
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